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 開催日  ２０１５年５月２１日(木)  晴れ 

  出発   小田急線 新百合ヶ丘駅 

        午前   9時 

  解散   午後   17時半 （反省会 登戸駅） 

  参加者  12名  



コース 

新百合ヶ丘駅 ⇒登戸駅 ⇒ 溝の口駅 ⇒等々力駅    

谷沢川⇒ 等々力渓谷公園 ⇔ 野毛大塚古墳 ⇒  

潜水橋 ⇒ 第3号横穴古墳 ⇒ 稚児大師御影堂⇒  

不動の瀧～等々力不動尊 ⇒ 御岳山古墳  ⇒  

狐塚古墳 ⇒東京都市大(昼食) ⇒ 八幡塚古墳⇒ 

丸子川(六郷用水)⇒ 多摩川台公園 ⇒宝莱山古墳 ⇒ 

多摩川台古墳群 ⇒ 亀甲山古墳 ⇒ 浅間神社古墳  

⇒多摩川駅⇒武蔵小杉駅⇒登戸駅⇒新百合ヶ丘 



等々力渓谷公園 

等々力渓谷は、武蔵野台地の最南端に位置する約１キロメートルの都区内
唯一の渓谷。谷沢川（やさわがわ）が、多摩川に合流する手前で、国分寺
崖線(ハケ)を浸食して出来たもので、台地と谷との標高差は約１０ｍ。 

ゴルフ橋 



荏原台古墳群 

武蔵野台地の南端部に位置し、多摩川によって作ら
れた標高30～40mの河岸段丘上にある。 
 
 
野毛古墳群  
②野毛大塚古墳  
③渓谷第3号横穴古墳 
④御岳山古墳  
⑤狐塚古墳  
⑥八幡塚古墳 
 
田園調布古墳群  
⑨宝莱山古墳  
 多摩川台古墳群(8基) 
⑩亀甲山古墳 
⑪浅間神社古墳 



等々力渓谷 

渓谷の途中の階段を上がると野毛大塚古墳方面へ行ける 



野毛大塚古墳 

 野毛大塚古墳は関東地方の中期古墳文化を代表する５世紀前半に築造さ
れた全長82メートル、後円部の高さ10メートルの帆立貝式の前方後円墳。 

出土した多量の武器・武具類や石製模造品は、この古墳が南武蔵の有力な
首長墓（しゅちょうぼ）であることを示している。 



潜水橋 

野毛大塚古墳への階段から戻ると、すぐに川の中に小さな橋が見えて
くる。一段降りた護岸から左岸に渡るための潜水橋が設置してある。 



等々力渓谷第３号横穴古墳 

 等々力渓谷の周辺では野毛大塚などの古墳群が造られた後、古墳時代末
から奈良時代（7～8世紀）にかけて横穴群が造られるようになった。 

野毛地域の有力な農民の墓で、これまでに３基の横穴が調査され、現在は３号
横穴が完全な形で残っている。 



稚児大師御影堂 

稚児大師とは弘法大師の幼い時の呼び名である。入り口にこの御影堂の建立
に際しての案内を記した石板が設置してある。 



不動の瀧 

 これが等々力不動尊発祥のもととなった不動の瀧。龍の口から湧水が流れ
落ちている。 



等々力不動尊 

 等々力不動尊の拝殿。裏に本殿がある。 



御岳山古墳 

 等々力不動尊の山門から目黒通りを隔てて向かいに御岳山古墳がある。
もと御岳神社があったので、この名で呼ばれており、東京都指定史跡である。 
帆立貝形前方後円墳で全長57m、円丘部の直径42m、現在の高さ7m。 
５世紀後半の構築と考えられている。 



狐塚古墳 

 御直径40ｍの円墳だが、首長墓だとすると帆立貝形前方後円墳の可能性も
あるが、区画整理で削平されており確認できない。 ５世紀後半の築造と推定さ
れる。 



昼食風景 東京都市大の学食 

美味しいカレー  600円 



丸子川(六郷用水) 

 世田谷区及び大田区を流れる一級河川。六郷用水の下流部分が整備され、
名称を変えて残っている川。 



八幡塚古墳 

八幡塚古墳（はちまんづかこふん）は世田谷区尾山台２丁目の宇佐神社の境内
にある。 円墳で直径約30m、高さ約4.5m。 出土品から５世紀中頃から６世紀に
かけて築造された首長のものと推定されている。 



多摩川台公園 

多摩川台公園は、多摩川に沿って伸びる丘陵地に約750mにわたって展開して
いる。 
面積が66,661m2と広大なうえ自然林の道、古墳群、展望台、水生植物園、四季
の野草園など見所は豊富。 



宝莱山古墳 

宝来山古墳（ほうらいさんこふん）は多摩川台公園西北端にある。 
全長97mの大型前方後円墳で、東京都指定史跡。 
この地域最古の首長の古墳で、4世紀前半に築造された。 



多摩川台古墳群 

宝莱山古墳と亀甲山古墳の間に築造された、８基からなる古墳時代後期
(６～７世紀)の古墳群。このうち、１・２号墳は小型前方後円墳と円墳とが
複合したものであるが、他はすべて円墳。 



亀甲山古墳 

亀甲山(かめこのやま)古墳は、この地域の首長のお墓で、多摩川台公園
東南部にある。 
全長107mで、荏原台古墳群で最大の前方後円墳である。 
昭和3年に国の史跡に指定された。４世紀後半(５世紀)の築造。 



浅間神社古墳 

浅間神社古墳は大田区田園調布の多摩川浅間神社にある前方後円墳である。
築造は６世紀前半と見られている。後円部の直径は30mで、全長は推計で60m。 

後円部上の浅間神社 



     ご静聴有難うございました 

尚、６月１８日(木)に、水道道路から新宿御苑まで歩く
を予定しています。 


